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「心をこめて」 総務部 赤羽根理奈

ICU 家族控室を

リニューアルしました！

紡ぎの庭改修プロジェクト

目標金額を達成しました！

2025.4
心臓血管外科　診療科長

大坂　基男
大動脈解離について

クローズアップ!!

臨床工学技士のおしごと

「紡ぎの庭 アンネの薔薇」



心臓血管外科　診療科長

大動脈解離について

大坂　基男
おおさか もとお
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※胸部外科学会 annual report の公開データより作図
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心臓や肺に代わる働きをする体外循環装置である人工心肺を操作、管理し患者

さんの血液循環やガス交換を代わりに担う非常に重要な業務です。心臓手術を

行う場合、患者さんの心臓を一時的に止める場合があり、その際心臓が止まっ

ている間の血液循環と呼吸機能を人工心肺装置で代行します。すべての機器の

操作や使用前の点検などの仕事を受け持っています。

ステントグラフトとは、ステントといわれる金属を取り付けた人工

血管です。大動脈瘤手術では、瘤化する場所によっては開腹や開

胸をせずに足の付け根の動脈から挿入し、大動脈瘤のある位置で

拡張留置することで大動脈瘤を内側からカバーします。カテーテル

治療に精通した臨床工学技士が術野で使用する様々な機器や材料

の準備や受け渡しを行い、心臓血管外科医師・放射線科医師と連

携を図りながら、治療を行います。

カテーテルを使って大動脈弁を留置するTAVI(経カテーテル大動脈弁

留置術)の手術では、カテーテル、ペースメーカーの準備、人工弁の準備

を行います。

外回り介助者はポリグラフによるバイタルサインの監視と圧測定、造影剤

注入装置の操作を行います。また、緊急時の開心術への移行にも対応でき

るよう人工心肺装置や心筋保護装置を準備して３名体制で行っています。

体内の老廃物などを排泄あるいは代謝する機能が働かなくなっ

てしまった腎不全の患者さんに対して行う治療法です。当院では

治療中・準備から終了まで臨床工学技士が行っています。医師や

看護師と連携しながら適切な透析治療を支援しています。

臨床工学技士はシリンジポンプや輸液ポンプ、除細動

器など様々な医療機器のメンテナンスを行っているほ

か、肺の機能が低下し、呼吸が十分にできなくなった

患者さんに使用する人工呼吸器の管理も行っていま

す。臨床工学技士が人工呼吸器が稼働している場所へ

行き、安全に装置が使用されているか、また、装置に

異常がないかなどを確認します。また人工呼吸器のメ

ンテナンス・管理等も行っています。

カテーテル先端より高周波電流

を流し心筋を焼灼する不整脈

のアブレーション治療では、３次

元マッピングシステムや心内心

電図解析用装置など様々な機

器を使用するため、各機器の準

備や操作を臨床工学技士が主

に行っています。焼灼時には抵

抗値や温度などのモニタリング

や焼灼条件の変更等も行って

います。

心臓カテーテル検査は心臓病の診断を

するための検査方法であり、手術の適

応、術式を決定する重要な検査です。

臨床工学技士は検査一連の記録をする

ためにコンピュータや検査室内にある装

置の操作を行います。

緊急時には補助循環装置やペースメー

カーなどの操作をすることもあります。

臨床工学技士のおしごと臨床工学技士のおしごと臨床工学技士のおしごと
医療に欠かすことのできない様々な機器は、医療の進歩とともに高度化しています。それらの機器

を操作・管理するスペシャリストが臨床工学技士です。当院の臨床工学技士は、心・血管カテーテル

業務、手術室業務、補助循環業務、不整脈業務、血液浄化業務と実に様々な業務に取り組んでいま

す。医療機器の専門家として、知識や技術を提供し、安全で質の高い医療に取り組む臨床工学技士

のお仕事を紹介します。

手術室業務

血管造影室業務

血液透析業務

医療機器管理業務
（呼吸治療）

アブレーション カテーテル

ステントグラフト

人工心肺

TAVI
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緩和ケア病棟家族控室改修で実施したクラウドファンディングの余剰金を活用して、ICU 家族控室の改

修を行いました。

緊迫した状況で待機するご家族の気持ちや現状の利用実態を確認しながら、現場スタッフや筑波大学の

学生と検討を重ねました。「気持ちの換気を行う空間」をコンセプトに、広いソファーや丸みのある壁、淡

い色の内装など柔らかい空間づくりを目指しました。性質の異なる２つの家族控室の環境を整えること

で、ソファ席やテーブル席、カウンター、腰掛けなど、利用者が多様な過ごし方を選択できるようデザイン

しています。

プライバシーを尊重しつつ、長時間でも落ち着いて

過ごすことのできる空間に改修

複数のグループが待合室として利用することのでき

る空間を新設

従来の家族控室はどことなく無機質で寂しい雰囲気がありました。今回、大幅

に改修していただき、明るく柔らかい雰囲気になりました。重症患者さんの緊

急入院時、医療者からの説明や手術を終えるのを待つご家族の緊張や不安、

ご負担は計り知れません。家族控室がご家族にとって、少しでも気持ちが安ら

ぐ場になることを願います。

① 調査
学生による職員のヒアリング
調査や利用実態調査を行い、
課題を見出しました。

プロジェクトメンバー：PCU・ICU スタッフ、施設管理課、
経営企画課広報係、筑波大学adp チームパプリカ、
NPO 法人チア・アート
期間：2022 年-2025 年（2025 年3 月運用開始）

プレス
リリース
はこちら！

改修の様子を
紹介した動画
はこちら！

② 基本設計
会議で現場スタッフとデザイ
ン案を何度も協議しコンセプ
トを決定しました。

③ 実施設計
サインや家具など細かな検討
を進め、案をブラッシュアップ
させていきました。

④ 竣工
職員向けのお披露目会を実施
し、3 月より正式に運用をス
タートさせました。当院緩和ケア病棟の家族控室改修にあたっては、クラウドファンディングを通

じて多くの方々にご支援をいただき、誠にありがとうございました。あらため

て御礼を申し上げます。早いもので、あれから2年半が経とうとしています。

PCU の新たな家族控室は、ご家族がくつろいでほっと一息をつける大切な

空間になっています。家族控室で休む時間があることで、心の余裕を持って患

者さんと過ごすことができるとの声をいただいております。このたびのICU 

家族控室のリニューアルもとても嬉しく思っております。ICU の家族控室も、

ご家族の張り詰めた気持ちを少しでも和らげてくれる空間であってほしいな

と思います。

看護部2A 病棟師長　酒寄 裕美

診療部 緩和医療科 医長　矢吹 律子

実施概要
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E-mailアドレス：hp@tmch.or.jp

ホームページ：http://www.tmch.or.jp/

発行人　病院長　　河野　元嗣
こうの もとつぐ

当院では個人情報保護法の施行に伴い、患者さんの個人情報については利用目的を明確にし、その取り扱いには万全の体制で取り組んでおります。

〒305-8558 つくば市天久保１－３－１

TEL ０２９－８５１－３５１１

発行日　2025年４月佳日

｛
➡年収がおおむね3,000万円を超えなければ

　　 所得控除より税額控除の方がお得です。

ドクターのリレー講座


